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明
日
香
村
島し

ま
の
し
ょ
う庄

に
所
在
す
る
石
舞
台
古
墳
と
そ
の

周
辺
一
帯
は
、
飛
鳥
歴
史
公
園
石
舞
台
地
区
と
し
て

整
備
さ
れ
て
お
り
、
全
国
各
地
か
ら
多
数
の
人
々
が

訪
れ
、
飛
鳥
の
景
観
を
愛め

で
古
代
の
歴
史
に
思
い
を

馳
せ
る
観
光
名
所
と
な
っ
て
い
る
。
と
り
わ
け
春
秋

の
好
季
節
に
は
人
々
で
あ
ふ
れ
、
近
年
で
は
外
国
か

ら
の
訪
問
者
を
見
か
け
る
こ
と
も
多
い
。

　

か
つ
て
石
舞
台
古
墳
の
西
方
域
に
は
水
田
や
畑
が

広
が
り
、飛
鳥
川
近
く
に
は
高た

か
い
ち市
小
学
校
が
あ
っ
た
。

四
十
年
ほ
ど
も
前
の
こ
と
、
高
市
小
学
校
の
講
堂

で
「
飛
鳥
古
京
を
守
る
会
」
の
設
立
総
会
が
催
さ
れ
、

参
加
し
た
日
の
こ
と
を
思
い
出
す
。
そ
の
後
、
高
市

小
学
校
は
村
内
の
飛
鳥
小
学
校
・
阪
合
小
学
校
と
統

合
さ
れ
て
明
日
香
小
学
校
と
な
り
、
場
所
も
中
央
公

民
館
の
南
方
に
移
っ
た
。
旧
高
市
小
学
校
の
校
舎
跡

は
整
備
さ
れ
て
、
現
在
で
は
広
大
な
駐
車
場
と
な
っ

て
い
る
。

　

飛
鳥
に
お
け
る
代
表
的
な
苑
池
と
し
、
嶋し

ま
の
し
ょ
う庄

遺
跡

の
苑え

ん

ち池
と
飛
鳥
京
跡
苑
池
が
あ
り
、
奈
良
県
立
橿
原

考
古
学
研
究
所
（
以
下
、
橿か

し
こ
う
け
ん

考
研
）
に
よ
り
発
掘
調

査
が
行
わ
れ
て
い
る
。
両
遺
跡
の
発
掘
調
査
成
果
に

つ
い
て
は
、
本
誌
所
収
の
菅
谷
文
則
・
東
影　

悠
の

両
氏
の
論
文
を
参
照
さ
れ
た
い
。
前
者
は
七
世
紀
前

半
か
ら
平
安
初
期
、
後
者
は
七
世
紀
中
葉
の
斉
明
朝

か
ら
平
安
時
代
ま
で
存
続
し
て
い
た
苑
池
で
あ
る
。

　

本
来
で
あ
れ
ば
、
飛
鳥
の
苑
池
に
つ
い
て
総
論
を

ま
と
め
る
べ
き
で
あ
る
が
、
紙
幅
と
の
関
わ
り
も
あ

り
、こ
こ
で
は
主
に
嶋
宮
を
め
ぐ
る
歴
史
的
背
景
を
、

日
本
古
代
史
研
究
の
立
場
か
ら
考
察
し
て
、
責
め
を

塞
さ
ぎ
た
く
思
う
。
菅
谷
氏
の
論
稿
の
内
容
と
重
な

る
と
こ
ろ
が
あ
る
や
も
知
れ
ず
、
そ
の
節
に
は
お
許

し
い
た
だ
き
た
い
。

　
『
日
本
書
紀
』
の
推
古
三
十
四
年
（
六
二
六
）
五

月
二
十
日
条
に
、
蘇
我
大
臣
馬
子
が
薨こ

う

じ
、
桃も

も
は
ら
の
は
か

原
墓

に
葬
ら
れ
た
こ
と
を
記
し
、
加
え
て
簡
略
な
経
歴
を

記
す
。
大お

お
お
み
う
ま
こ

臣
馬
子
は
蘇
我
大
臣
稲い

な

め目
の
子
で
、
武
略

や
辨
才
が
あ
り
仏
教
信
仰
に
も
厚
か
っ
た
こ
と
、
飛

鳥
川
の
辺
に
家
が
あ
っ
て
、
庭
の
内
に
小

い
さ
さ
かな

る
池
を

作
り
小
さ
な
嶋
を
池
の
中
に
築
い
た
の
で
、
人
々
は

「
嶋し

ま
の
お
と
ど

大
臣
」
と
呼
ん
だ
と
い
う
。

　

桃
原
の
墓
に
つ
い
て
は
、
明
日
香
村
島
庄
所
在
の

石
舞
台
古
墳
と
す
る
説
が
ほ
ぼ
確
定
し
て
い
る
。
し

か
し
馬
子
の
家
の
庭
に
「
小
池
」
を
掘
り
、
池
の
中

に
「
小
嶋
」
を
築
い
た
と
の
記
述
に
は
問
題
が
多
い
。

　
『
日
本
書
紀
』
に
は
大
臣
馬
子
の
家
と
し
て
、
石

川
の
宅
・
槻つ

き
く
ま曲
の
家
・
嶋し

ま

の
家
が
み
え
て
い
る
。
大

臣
馬
子
が
嶋
の
家
に
住
む
よ
う
に
な
っ
た
時
期
は
未

詳
。
し
か
し
崇
峻
元
年
（
五
八
八
）
に
大
臣
馬
子
に

よ
り
、
法
興
寺
（
飛
鳥
寺
）
の
建
立
が
開
始
さ
れ
て

い
る
。
ま
た
崇
峻
五
年
（
五
九
二
）
十
二
月
八
日
に
、

額ぬ

か

た

べ

田
部
皇
女
は
豊と

ゆ
ら
の
み
や

浦
宮
で
即
位
し
た
。
推
古
天
皇
で

あ
る
。
し
た
が
っ
て
蘇
我
大
臣
馬
子
は
、
推
古
天
皇

の
即
位
前
後
か
ら
嶋
の
地
に
住
ん
だ
可
能
性
が
大
き

い
。し
か
し
家
の
内
に
池
を
作
り
嶋
を
築
い
た
の
は
、

後
に
も
ふ
れ
る
よ
う
に
推
古
十
五
年
以
降
の
こ
と
で

は
な
い
だ
ろ
う
か
。

　

昭
和
四
十
七
年
〜
四
十
九
年
（
一
九
七
二
〜

飛
鳥
の
苑
池
―
嶋
宮
の
池
と
舎と

ね

り人
達
の
歌
―

は
じ
め
に

一

嶋
宮
の
池

二

和
田
　
萃

京
都
教
育
大
学
　
名
誉
教
授
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飛鳥の苑池―嶋宮の池と舎人達の歌―

七
四
）
に
、
橿
考
研
に
よ
り
実
施
さ
れ
た
島
庄
遺
跡

の
発
掘
調
査
で
、
一
辺
四
二
㍍
に
も
及
ぶ
広
大
な
方

形
池
が
検
出
さ
れ
た
。
推
古
朝
に
開か

い
さ
く鑿

さ
れ
た
池
で

あ
り
、
平
安
初
期
に
至
る
ま
で
下
流
域
へ
の
灌
漑
機

能
を
果
た
し
て
い
た
こ
と
が
判
明
し
て
い
る
。
し
た

が
っ
て
「
小
な
る
池
」
の
表
現
に
は
問
題
が
残
る
。

あ
る
い
は
蘇
我
大
臣
馬
子
を
貶お

と
し

め
る
た
め
に
、『
日

本
書
紀
』
の
編
纂
者
達
が
「
小
池
」
と
し
た
可
能
性

も
あ
る
か
も
し
れ
な
い
。

　

私
の
記
憶
で
は
、
発
掘
調
査
の
最
終
段
階
で
、
池

の
中
心
部
に
ご
く
小
面
積
の
ト
レ
ン
チ
が
設
定
さ

れ
、
調
査
が
行
わ
れ
た
。
小
さ
な
嶋
の
有
無
が
問
題

視
さ
れ
た
と
思お

ぼ

し
い
。
し
か
し
嶋
は
検
出
さ
れ
な

か
っ
た
。
そ
の
た
め
嶋
宮
の
池
と
断
定
す
る
こ
と
が

避
け
ら
れ
た
経
緯
が
あ
る
。

　

そ
の
当
時
の
こ
と
、
私
は
京
都
大
学
文
学
部
国
史

研
究
室
の
助
手
と
し
て
勤
務
し
て
い
た
が
、
藤
原
宮

跡
か
ら
出
土
し
た
木
簡
の
「
水
替
え
」
や
整
理
の
た

め
、
時
折
、
旧
橿
考
研
の
二
階
で
作
業
を
す
る
こ
と

が
あ
っ
た
。
当
時
、
奈
良
教
育
大
学
の
嶋
倉
巳
三
郎

先
生
も
、
嶋
庄
の
方
形
池
か
ら
出
土
し
た
植
物
の
樹

種
鑑
定
で
お
見
え
に
な
る
こ
と
が
あ
り
、
各
種
の
植

物
に
つ
い
て
お
教
え
い
た
だ
く
こ
と
が
あ
っ
た
。

　

あ
る
日
の
こ
と
、
大
量
の
桃
の
種
を
鑑
定
さ
れ

て
い
た
の
で
お
尋
ね
す
る
と
、
嶋
庄
の
池
か
ら
出

土
し
た
大
型
の
桃
の
種
で
食
用
に
な
る
と
の
こ
と
。

直
ち
に
思
い
つ
い
た
の
は
、
石
舞
台
古
墳
の
一
帯

が
『
日
本
書
紀
』
雄
略
七
年
是
歳
条
に
「
上か

み
の
も
も
は
ら

桃
原
・

下し
も
の
も
も
は
ら

桃
原
」
と
み
え
る
こ
と
だ
っ
た
。
馬
子
が
住
ん
だ

の
は
下
桃
原
の
地
で
、
家
の
池
の
堤
に
数
多
く
の
桃

が
植
え
ら
れ
て
い
た
の
で
あ
る
。
懐
か
し
い
思
い
出

で
あ
る
。

　

右
に
ふ
れ
た
「
小
さ
な
嶋
」
の
有
無
に
関
連
し

て
、
少
し
後
に
韓
国
の
慶
州
市
で
重
要
な
発
見
が

あ
っ
た
。
一
九
七
五
〜
七
六
年
に
、
月
城
の
東
北
に

接
し
た
雁が

ん
お
う
ち

鴨
池
の
発
掘
調
査
が
行
わ
れ
た
。
そ
の
結

果
、
雁
鴨
池
は
、
東
西
二
〇
〇
㍍
、
南
北
一
八
〇
㍍

の
方
形
区
域
内
に
造
成
さ
れ
た
一
五
、六
五
八
平
方

㍍
の
池
で
、
北
岸
と
東
岸
の
水
際
に
岩
と
造
山
を
配

し
、
池
の
西
北
の
隅
に
は
五
九
六
平
方
㍍
の
中
島
、

中
央
の
南
寄
り
に
六
二
平
方
㍍
の
小
島
、東
南
に
一
、

〇
九
四
平
方
㍍
の
大
島
を
配
し
て
お
り
、
池
の
西
側

と
南
側
か
ら
は
建
物
跡
・
回
廊
跡
・
垣え

ん
し
ょ
う墻

跡
が
検
出

さ
れ
た
。

　

発
見
の
報
に
接
し
て
興
味
を
も
っ
た
の
は
、
池
の

中
に
大
・
中
・
小
の
三
島
が
あ
り
、
な
お
か
つ
小
島

は
、
池
の
中
心
部
か
ら
、
や
や
南
西
寄
り
に
位
置
す

る
こ
と
で
あ
っ
た
。『
三
国
史
記
』
に
よ
れ
ば
、
雁

鴨
池
は
文
武
王
十
四
年
（
六
七
四
）
頃
に
造
営
さ
れ

た
ら
し
い
。
雁
鴨
池
の
事
例
を
み
る
と
、
古
代
東
ア

ジ
ア
世
界
に
お
け
る
苑
池
は
、
周
辺
の
景
観
に
適か

な

っ

た
所
に
島
を
築
い
た
の
で
あ
り
、
必
ず
し
も
池
の
中

央
部
に
限
ら
な
か
っ
た
の
で
あ
る
。
し
た
が
っ
て
嶋

宮
の
池
で
も
、
小
島
は
池
の
中
心
部
で
は
な
く
、
嶋

宮
を
取
り
囲
む
景
観
に
適
っ
た
所
に
作
ら
れ
た
可
能

性
が
あ
る
。
あ
る
い
は
三さ

ん
し
ん
ざ
ん

神
山
を
模
し
た
三
つ
の
嶋

が
築
か
れ
て
い
た
可
能
性
も
あ
る
だ
ろ
う
。
そ
う
し

た
意
味
で
は
、
今
後
、
池
の
全
域
調
査
が
望
ま
れ
る
。

　

昭
和
六
十
二
年
（
一
九
八
七
）
九
月
、
島
庄
遺
跡

の
第
二
十
次
で
、
方
形
池
の
す
ぐ
東
北
に
接
し
た
所

か
ら
、
七
世
紀
半
ば
よ
り
や
や
古
い
時
期
の
大
型
建

物
と
、
そ
の
背
後
に
荒あ

り

そ磯
を
思
わ
せ
る
川
の
遺
構
が

検
出
さ
れ
た
。
ま
た
七
世
紀
後
半
の
二
棟
の
建
物
も

検
出
さ
れ
、大
臣
馬
子
の
嶋
の
家
は
、「
大
化
の
改
新
」

後
に
宮
廷
附
属
の
離
宮
と
な
り
、
嶋
宮
と
な
っ
た
こ

と
が
ほ
ぼ
言
え
る
よ
う
に
な
っ
た
。

　

第
二
十
次
調
査
の
現
地
説
明
会
の
日
の
こ
と
は
、

今
も
眼
に
鮮
や
か
で
あ
る
。
当
日
、
末
永
雅
雄
先
生

は
、
発
掘
現
場
に
車
椅
子
で
み
え
た
。
車
椅
子
を
押

し
て
い
た
の
は
亀
田　

博
所
員
。
末
永
先
生
の
関
西

大
学
で
の
教
え
子
で
あ
り
、
第
二
十
次
調
査
の
現
場

責
任
者
で
も
あ
っ
た
。
先
生
は
終
始
に
こ
や
か
で
、

検
出
さ
れ
た
川
の
遺
構
に
つ
い
て
、
戦
前
に
調
査
さ

れ
た
宮
滝
遺
跡
の
吉
野
川
の
景
観
を
模
し
た
も
の
で

は
、
と
発
言
さ
れ
た
こ
と
が
記
憶
に
残
っ
て
い
る
。

本
稿
で
と
り
上
げ
る
飛
島
の
苑
池
に
つ
い
て
、
亀
田

氏
は
ま
こ
と
に
優
れ
た
研
究
を
発
表
さ
れ
た
。
早
世

さ
れ
た
の
が
残
念
の
極
み
で
あ
る
。

　

近
年
、
明
日
香
村
教
育
委
員
会
に
よ
り
、
か
つ
て

の
高
市
小
学
校
西
側
の
校
庭
跡
や
方
形
池
周
辺
の
発

掘
調
査
が
進
め
ら
れ
て
い
る
。
そ
の
成
果
に
基
づ
け

ば
、
推
古
朝
に
遡
る
大
型
建
物
群
の
方
位
は
方
形
池

の
方
位
に
合
致
す
る
こ
と
が
判
明
し
て
お
り
、
当
時

か
ら
一
辺
四
二
㍍
の
方
形
の
大
池
が
所
在
し
て
い
た

可
能
性
が
高
ま
っ
た
。
推
古
朝
の
何
時
頃
に
大
き
な

池
が
掘
ら
れ
た
の
か
、
ま
た
そ
の
目
的
は
何
だ
っ
た

の
か
、
今
後
の
検
討
課
題
と
な
る
。

　

大
臣
馬
子
の
家
の
大
池
に
関
連
し
て
想
起
さ
れ
る

の
は
、
推
古
朝
に
お
い
て
大
和
・
山
背
・
河
内
で
大

規
模
な
池ち

溝こ
う

開
発
が
行
わ
れ
た
こ
と
で
あ
る
。
推
古

推
古
朝
の
地
溝
開
発

三
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十
五
年
（
六
〇
七
）
に
、大
和
国
に
高
市
池
・
藤
原
池
・

肩
岡
池
・
菅
原
池
を
作
り
、
山
背
国
で
は
栗く

り

隈く
ま

に
大

溝
を
掘
り
、
河
内
国
に
戸
刈
池
・
依よ

さ

網み
の

池い
け

を
作
っ
た

と
み
え
る
『
日
本
書
紀
』。
大
和
国
に
限
れ
ば
、
高

市
池
と
藤
原
池
は
飛
鳥
に
近
い
所
に
作
ら
れ
た
。
高

市
池
は
、
香
具
山
西
北
麓
の
埴は

に

安や
す

池の
い
け

で
あ
る
可
能
性

が
大
き
い
。

　

藤
原
池
は
、
明
日
香
村
小お

原は
ら

の
近
く
に
造
ら
れ
た

池
で
あ
ろ
う
。
推
古
十
九
年
（
六
一
一
）
五
月
五
日

に
、
わ
が
国
最
初
の
薬く

す
り

獵が
り

が
菟う

田だ

野の

（
宇
陀
市
大
宇

陀
町
）
で
行
わ
れ
た
。
そ
の
日
の
払
暁
、
官
人
た
ち

は
藤
原
池
の
辺
に
集
い
、騎
馬
で
菟
田
野
に
赴
い
た
。

中
臣
氏
（
藤
原
氏
）
の
本
拠
地
で
あ
っ
た
明
日
香
村

小
原
に
隣
接
す
る
同
村
東
山
に
、
古
代
の
池
を
思
わ

せ
る
「
マ
キ
ド
池
」
が
所
在
す
る
。
こ
の
「
藤
原
池
」

の
地
名
に
基
づ
い
て
、
中
臣
氏
の
本
宗
は
後
に
「
藤

原
氏
」
の
姓
を
賜
っ
た
と
み
て
よ
い
。

　

先
に
ふ
れ
た
如
く
大
臣
馬
子
の
嶋
の
家
で
、
大
池

を
掘
り
小
嶋
を
築
い
た
時
期
は
不
明
で
あ
る
。
大
和

に
お
け
る
大
規
模
な
池
溝
開
発
は
推
古
十
五
年
の
こ

と
で
あ
り
、
馬
子
が
薨
じ
た
の
は
推
古
三
十
四
年
五

月
の
こ
と
で
あ
る
か
ら
、
大
臣
馬
子
の
嶋
の
家
で
大

池
が
掘
ら
れ
た
の
は
、
推
古
十
五
年
〜
推
古
三
十
四

年
の
間
に
絞
り
込
め
る
か
と
思
う
。
そ
の
時
期
に
馬

子
は
広
大
な
家
の
内
に
大
き
な
池
と
小
嶋
を
作
り
、

さ
ら
に
池
の
西
側
か
ら
飛
鳥
川
に
至
る
一
帯
を
潤

す
、
大
溝
を
作
っ
た
可
能
性
が
あ
る
。
飛
鳥
の
地
で

も
、
新
た
に
池
溝
開
発
が
行
わ
れ
、
大
臣
馬
子
と
そ

の
一
族
の
経
済
基
盤
と
な
っ
た
か
と
推
定
さ
れ
る
。

蘇
我
氏
の
滅
亡
後
も
嶋
の
地
の
池
水
は
、
飛
鳥
川
に

至
る
西
北
域
を
潤
し
て
い
た
と
み
て
よ
い
。

　
「
嶋
大
臣
」
の
呼
称
に
つ
い
て
も
、池
の
中
の
「
小

嶋
」
に
基
づ
く
も
の
で
は
な
く
、「
嶋
」
の
地
名
に

由
来
す
る
可
能
性
も
あ
る
の
で
は
、
と
思
う
。「
嶋
」

は
「
四
面
が
水
で
囲
ま
れ
た
比
較
的
小
さ
い
も
の
の

呼
称
」
で
あ
り
、
池
・
川
・
沼
・
海
な
ど
に
所
在
す
る
。

し
か
し
「
嶋
」
は
ま
た
、
別
の
意
味
を
も
つ
。
二
つ

の
河
川
に
挟
ま
れ
た
狭
い
一
帯
を
、「
嶋
」
と
称
す

る
事
例
が
あ
る
。

　

す
ぐ
に
想
起
さ
れ
る
の
は
、
欽
明
天
皇
の

磯し
き
し
ま
の
か
な
さ
し
の
み
や

城
嶋
金
刺
宮
の
呼
称
で
あ
る
。
初
瀬
谷
を
下
り
三

輪
山
の
南
麓
を
流
れ
る
初
瀬
川
（
三
輪
川
と
も
）
と
、

南
の
粟お

う
ば
ら
が
わ

原
川
（
桜
井
市
粟
原
か
ら
忍お

っ
さ
か坂

・
外と

び山
を
へ

て
、
寺
川
に
合
流
す
る
）
に
挟
ま
れ
た
一
帯
を
、
古

来
、「
磯
城
嶋
」
と
称
し
て
い
る
。
桜
井
市
外
山
の

城
島
小
学
校
の
す
ぐ
近
く
に
、
小
字
「
式
島
」
の
地

名
が
残
る
。
延
久
二
年
（
一
〇
七
〇
）
の
「
興
福
寺

大
和
国
雑ぞ

う
え
き
め
ん
つ
ぼ
つ
け
ち
ょ
う

役
免
坪
付
帳
」
に
、
城し

き
し
ま
の
し
ょ
う

島
荘
と
い
う
荘
園

が
み
え
、
そ
の
西
半
分
が
小
字
「
式
島
」
で
あ
る
。

　

こ
う
し
た
事
例
を
勘
案
す
れ
ば
、
飛
鳥
川
に
注
ぐ

細
川
と
、
岡
寺
山
か
ら
流
れ
「
犬い

ぬ

が

せ

ヶ
瀬
」
で
飛
鳥
川

に
注
ぐ
小
川
と
の
間
の
空
間
が
、「
嶋
」
と
称
さ
れ

た
と
考
え
ら
れ
る
。「
嶋
大
臣
」
の
呼
称
も
、
馬
子

の
邸
宅
内
の
大
池
に
あ
る
小
島
に
由
来
す
る
の
で
は

な
く
、
広
大
な
「
嶋
の
地
」
に
住
ん
だ
こ
と
に
基
づ

く
呼
称
と
み
る
べ
き
で
あ
ろ
う
。

　

推
古
朝
に
馬
子
の
邸
内
で
大
池
が
造
ら
れ
、
池
の

中
に
小
島
を
築
い
た
歴
史
的
背
景
を
考
え
て
み
よ

う
。

　

朝
鮮
半
島
北
部
で
強
大
な
勢
力
を
誇
っ
た
高
句
麗

は
、
四
二
七
年
に
輯し

ゅ
う
あ
ん安
か
ら
平
壌
に
遷
都
し
、
安
鶴

宮
を
建
造
し
た
。
南
宮
（
正
殿
）
の
西
門
と
そ
の
西

方
に
造
ら
れ
た
山
と
の
間
に
蓮
池
が
あ
っ
て
、
三
つ

の
嶋
が
造
ら
れ
て
い
る
が
、池
の
中
心
に
嶋
は
な
い
。

池
の
中
に
三
つ
の
嶋
を
造
る
の
は
神
仙
思
想
に
基
づ

く
。
古
代
中
国
の
山
東
半
島
や
河
北
地
方
で
は
、
東

方
の
海
中
に
三
神
山
（
蓬
莱
・
方
丈
・
瀛え

い
し
ゅ
う洲

）
が
あ
っ

て
、
諸
仙
人
が
黄
金
や
白
金
の
宮
殿
に
住
み
、
そ
こ

に
は
不
死
の
仙
薬
が
あ
る
と
説
か
れ
て
い
た
。
そ
う

し
た
三
神
山
の
思
想
が
中
国
か
ら
朝
鮮
半
島
を
へ

て
、
推
古
朝
に
伝
わ
っ
た
と
み
て
よ
い
。

　

推
古
十
九
年
（
六
一
一
）
五
月
五
日
に
、
わ
が
国

最
初
の
薬く

す
り
が
り獵

が
菟う

だ

の

田
野
で
行
わ
れ
た
。
そ
れ
は
、
高

句
麗
王
室
で
三
月
三
日
に
行
わ
れ
た
鹿
の
若
角
を
採

る
習
俗
と
、
中
国
・
江
南
で
五
月
五
日
に
民
間
で
行

な
わ
れ
て
い
た
種
々
の
薬
草
を
摘
む
習
俗
と
を
合
せ

取
り
入
れ
て
、
一
体
化
し
た
も
の
で
あ
っ
た
。

　

こ
の
薬
獵
の
由
来
を
踏
ま
え
る
と
、
池
に
三
つ
の

嶋
を
配
す
る
由
来
は
、
神
仙
思
想
と
深
く
結
び
つ
い

て
お
り
、
古
代
中
国
か
ら
高
句
麗
を
へ
て
、
推
古
朝

に
わ
が
国
に
伝
わ
っ
た
と
推
測
し
う
る
。
推
古
十
五

年
に
飛
鳥
に
近
い
所
に
高
市
池
や
藤
原
池
が
作
ら

れ
、
そ
の
少
し
後
に
大
臣
馬
子
の
嶋
の
家
で
池
を
掘

り
、
小
嶋
を
築
い
た
と
想
定
す
る
こ
と
も
出
来
る
の

で
は
、
と
考
え
る
。
ま
た
嶋
は
一
つ
で
は
な
く
、
三

つ
の
嶋
が
あ
っ
た
可
能
性
が
あ
る
か
と
思
う
。

　

次
に
『
万
葉
集
』
巻
二
に
み
え
る
、
草
く
さ
か
べ
の
み
こ
の
み
こ
と

壁
皇
子
尊

の
殯も

が
り
の
み
や宮
に
際
し
て
詠
ま
れ
た
有
名
な
歌
群
を
と
り
上

げ
よ
う
。
周
知
の
よ
う
に
草
壁
皇
子
は
、
天
武
天
皇

と
鸕う

野の

皇
女
（
後
の
持
統
天
皇
）
と
の
間
に
生
ま
れ

草
壁
皇
子
尊
の
嶋
宮

四
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た
。
天
武
に
は
、
生
母
を
異
に
す
る
十
人
の
皇
子
が

お
り
、
草
壁
皇
子
の
皇
位
継
承
順
位
は
第
一
位
で

あ
っ
た
。
天
武
十
年
（
六
八
一
）
二
月
二
十
五
日
、

天
武
天
皇
と
皇
后
の
鸕
野
皇
女
は
飛あ

す
か
き
よ
み
が
は
ら
の
み
や

鳥
浄
御
原
宮
の

大
極
殿
に
出
御
し
、
親
王
お
よ
び
諸
臣
を
召
し
て
律

令
制
定
を
命
じ
る
と
共
に
、
草
壁
皇
子
尊
を
立
て
て
皇

太
子
と
し
た
こ
と
が
み
え
る
。

　

こ
の
日
、
立
太
子
さ
れ
た
の
を
契
機
に
、
そ
れ
ま

で
離
宮
で
あ
っ
た
嶋
宮
が
東
宮
と
さ
れ
、
草
壁
皇
子

の
居
住
す
る
と
こ
ろ
と
な
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。
飛

鳥
浄
御
原
宮
の
す
ぐ
東
南
に
接
す
る
所
で
あ
り
、
文

字
通
り
の
「
東
宮
」
で
あ
る
。
そ
の
よ
う
に
み
て
よ

い
と
す
れ
ば
、
草
壁
皇
子
は
薨こ

う

ず
る
ま
で
八
年
余
を

嶋
宮
で
過
ご
し
た
こ
と
に
な
る
。

  

朱
鳥
元
年
（
六
八
六
）
九
月
九
日
に
天
武
天
皇
は

崩
御
し
、
持
統
二
年
（
六
八
八
）
十
一
月
十
一
日

に
檜ひ

の
く
ま隈
大
内
陵
に
葬
ら
れ
た
。
そ
の
後
、
草
壁
皇

子
尊
の
即
位
が
予
定
さ
れ
て
い
た
が
、
持
統
三
年

（
六
八
九
）
四
月
十
三
日
に
二
十
八
歳
で
薨こ

う
き
ょ去
し
、

殯も
が
りに
伏
さ
れ
た
後
、
真ま

ゆ
み
の
お
か
の
み
さ
ざ
き

弓
丘
陵
に
葬
ら
れ
た
。
そ
の

候
補
地
と
し
て
、
高
取
町
佐
田
に
所
在
す
る
束つ

か
み
ょ
う
じ
ん

明
神

古
墳
が
有
力
視
さ
れ
て
い
る
。

   

嶋
宮
や
嶋
宮
の
苑
池
、
さ
ら
に
そ
の
後
の
嶋
宮
の

経
営
に
つ
い
て
は
、
故　

亀
田　

博
氏
が
優
れ
た
研

究
を
行
わ
れ
て
い
る
。
こ
こ
で
は
屋
上
屋
を
架
す
こ

と
に
な
る
が
、
少
し
考
え
る
所
を
述
べ
る
。

　
『
万
葉
集
』
巻
二
に
、
日ひ

な
み
し
の
み
こ
の
み
こ
と

並
皇
子
尊
（
草
壁
皇

子
）
が
殯
に
附
さ
れ
た
折
、
柿
本
朝
臣
人
麻
呂
が
献

呈
し
た
長
大
な
歌
一
首
と
反
歌
二
首
が
み
え
（
巻

二
−

一
六
七
～
一
六
九
）、
続
い
て
草
壁
皇
子
尊
の

舎と

ね

り人
ら
が
作
っ
た
歌
二
十
三
首
（
巻
二

−

一
七
一
～

一
九
三
）
が
み
え
て
い
る
。『
万
葉
集
』
で
は
、
他

に
類
例
が
な
い
長
大
な
歌
群
で
あ
り
、
殯
の
期
間
中

に
お
け
る
舎
人
達
の
嘆
き
や
悲
し
み
が
歌
わ
れ
て
い

る
。
さ
ら
に
注
目
さ
れ
る
の
は
、『
日
本
書
紀
』
に

は
み
え
な
い
、
当
時
の
嶋
宮
の
状
況
や
有
り
様
が
詳

細
に
伺
え
る
こ
と
で
あ
る
。

　

ま
ず
目
に
つ
く
の
は
、
舎
人
ら
が
「
み
立
た
し
の

嶋
」（
一
七
八
・
一
八
八
）、「
み
立
た
し
の
嶋
に
住
む

鳥
」（
一
八
〇
）、「
み
立
た
し
の
嶋
の
荒あ

り
そ磯

」（
一
八
一
）

を
歌
っ
て
い
る
こ
と
だ
ろ
う
。
い
ず
れ
も
草
壁
皇
子

尊
が
嶋
宮
の
大
池
の
中
に
あ
る
嶋
を
見
、
あ
る
い
は

嶋
に
降
り
立
っ
て
池
を
見
て
い
た
往
時
を
思
い
出
し

て
歌
っ
て
い
る
。
舎
人
ら
は
、
嶋
に
立
っ
て
池
を
見

て
い
た
草
壁
皇
子
尊
を
偲し
の

び
、
ま
た
宮
が
荒
廃
し
て

ゆ
く
様
を
嘆
い
て
い
る
。

　

嶋
宮
の
「
勾ま

が
り

の
池
（
一
七
〇
）」
は
、
菅
谷
文
則

氏
が
か
ね
て
指
摘
し
て
お
ら
れ
る
よ
う
に
方
形
の
池

を
指
し
、
検
出
さ
れ
た
一
辺
四
二
㍍
の
方
形
池
の
呼

称
と
み
て
よ
い
。「
東

ひ
ん
が
しの
瀧た

ぎ

の
御み

か

ど門
（
一
八
四
）」
や

「
東
の
大
き
御
門
（
一
八
六
）」
は
、
第
二
十
次
調
査

で
検
出
さ
れ
た
川
（
〇
六
）
に
架
か
る
橋
の
入
り
口

に
所
在
し
た
も
の
か
。
そ
の
ほ
か
鳥
小
屋（
一
八
二
）

や
、
大
岩
の
水
際
に
躑つ

つ
じ躅
の
植
え
込
み
（
一
八
五
）

も
あ
っ
た
。

　

な
お
嶋
宮
の
東
に
も
池
が
あ
っ
て
、
鳥
が
放
た

れ
て
い
た
ら
し
い
。「
嶋
の
宮
上か

み

の
池
な
る
放は

な

ち
鳥
」

（
一
七
二
）
と
み
え
る
か
ら
で
あ
る
。
石
舞
台
古
墳

の
北
側
、
道
路
沿
い
に
物
産
店
が
あ
る
。
数
年
前
、

そ
の
少
し
北
方
で
池
の
一
部
ら
し
い
遺
構
が
検
出
さ

れ
た
の
を
、
目
に
し
た
記
憶
が
あ
る
。

　

草
壁
皇
子
尊
の
殯
宮
は
、
嶋
宮
か
ら
西
南
方
向

へ
、
直
線
距
離
に
し
て
約
三
・
五
㌔
㍍
ほ
ど
離
れ
た
、

真
弓
の
岡
（
明
日
香
村
真
弓
）
か
ら
佐
田
の
岡
（
高

取
町
佐
田
）
に
か
け
て
の
一
帯
に
営
ま
れ
た
。
そ
れ

で
嶋
宮
の
舎
人
の
大
半
は
、
日
夜
、
嶋
宮
か
ら
殯
宮

奉
仕
の
た
め
に
往
復
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
か
っ
た
の

で
、
嶋
宮
の
維
持
・
管
理
は
次
第
に
手
薄
と
な
り
荒

廃
し
た
の
で
あ
っ
た
。『
日
本
書
紀
』
に
は
、
殯
が

終
了
し
て
埋
葬
さ
れ
た
日
時
は
み
え
な
い
。
舎
人
ら

の
歌
が
書
き
留
め
ら
れ
た
こ
と
で
、
嶋
宮
の
構
造
が

凡
そ
把
握
し
う
る
。
今
後
の
調
査
で
解
明
さ
れ
る
こ

と
を
期
待
し
た
い
。

　

嶋
宮
の
建
物
群
や
苑
池
の
構
造
等
の
解
明
は
、
ま

だ
緒
に
つ
い
た
ば
か
り
と
言
っ
て
よ
い
。
諸
々
の
事

情
の
あ
る
こ
と
を
仄そ

く
ぶ
ん聞

し
て
い
る
が
、
嶋
庄
遺
跡
は

飛
鳥
京
跡
苑
池
に
匹
敵
す
る
大
遺
跡
で
あ
る
の
に
も

関
わ
ら
ず
、
現
状
で
は
そ
の
場
所
の
案
内
板
す
ら
無

い
。
ま
こ
と
に
残
念
な
こ
と
で
あ
る
。
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